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－ 地域的分布はソウル特別市 6館（15%），京畿道10館（25%；仁川広域市 2館を含む），忠
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清南道 4館（10%；世宗特別自治市 1館を含む），忠清北道 1館（2.5%），江原道 2館（5%），
























－ 地域的分布は，ソウル特別市 9館（14.5%），京畿道14館（22.6%;仁川広域市 2館を含む），
忠清南道 4館（6.5%；大田広域市 1館を含む），忠清北道 2館（3.2%），江原道 5館（8.1%），
全羅北道 3館（4.8%），全羅南道 6館（9.7%；光州広域市 1館を含む），慶尚北道 7館
（11.3%;蔚山広域市 1館，大邱広域市 1館を含む），慶尚南道 5館（8.0%；釜山広域市 2
館を含む），済州地区特別自治道 7館（11.3%）である．韓国で最も人口の多いソウルや
京畿道の首都圏に，23館（37.1%）と集中している．
－ テーマ別に特徴を調べてみると次のとおりである．
農業博物館には，伝統的な農業や稲作，水利施設に関連する博物館が 6館，現代の農業
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のトレンドである環境保存型農業，有機農業博物館が 2館，ハーブ（herb）を集中にし
た植物博物館が 3館，合わせて11館ある．
水産海洋博物館には，海洋博物館が 7館，淡水・鯨・海女のテーマが各 1館と合わせて
10館あり，すべて海に面した地域に位置している．特に釜山は，韓国の第 2の都市で，港
町として国立海洋博物館，海洋自然史博物館，そしてサイバー海洋博物館，釜山漁村民俗
館がある． 
食器博物館のうち陶磁器が13館で最も多く，甕器 8館，鍮器 2館，その他の食器では茶
具・コップ・食器博物館があり，最近，螺鈿漆器博物館が開設された．
健康・医学博物館のうち，漢方医学関連資料館が10館，西洋医学関連資料館は 4館であ
る．
以上のように，韓国の「食」博物館の約100館について現状と特徴を調べだが，館の数も少
ないし，テーマも多様ではない．韓国の「食テーマ博物館」のなかで特殊なのはキムチ，マッ
クッス，ジャージャー麺であり，食材では高麗人参とニンニクである．「食生活に関連する博
物館」のなかでは，近年になってその価値が再度認められている有機農業に関する有機農業博
物館と済州島の民俗をよく表している海女博物館，朝鮮時代に始まり今日まで愛用される鍮器
を扱っている鍮器博物館がある．なお，韓国では特に健康に関心が高く，漢方医学博物館が10
館あるのが際立っている．

